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： 事務局 ：

：

　菊池園では平成28年1月から男性1名、女性1名が居宅訓練事業に取り組みました。男性は菊池園から
約4㎞離れた2DKのアパートにて、女性は600ｍ離れた1DKの一軒家にて開始し、訓練先の2カ所ともバス停
まで徒歩2～3分の場所にあり、通院などに便利な場所で、バス停の近くにスーパー、コンビニがあり買物は
そこで済ませています。
　訓練当初は、訓練先に泊まり朝食のみ調理し、昼食と夕食は施設にて食事する形をとっていましたが、次第
に朝食と夕食を調理、朝・昼・夕3食とも調理とステップアップしていきました。さらに退所後の生活を考慮し、
切り詰めた食費の中、献立を考え、自分達で食材を購入し調理することが出来るようになり、生活全般に
おいてそれぞれの個性が顕著に現れるようになり、それから1年10ヵ月の
訓練期間を経て2名とも菊池園を退所しアパート生活を開始すること
になりました。
　また、支援にあたっては専任職員の他、生活支援員、担当介護
支援員、看護師、栄養士が入り、定期的な会議の他、必要に応じて
協議を行ってきました。
　なお、現在は新たに別の男性1名、女性1名が訓練に取り組んで
いるところですが、今のところ、朝食と夕食を調理している段階であり、
日中は菊池園へ自転車で来て活動に参加したり、精神科デイケアへ
通院したりしています。現在訓練中の2名も訓練を無事終了し、アパ
ート生活を送れるよう職員一同支援に励んでいるところです。
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　梅雨明けが待ち遠しい今日この頃ですが、皆さま、いかがお過ごしでしょうか？
　熊本地震（平成28年4月16日：（本震））が発生して早2年が経過しました。真和館も随所に被災の跡を残しましたが、皆さま
からのご支援とご協力を賜り、現在は無事復旧しております。これからも感謝の気持ちを忘れずに、初心に返って支援に取り
組んで参りたいと思います。
　梅雨が明けますと本格的な暑さが到来します。熱中症や脱水症には十分気を付けてお過ごしください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪熊救協調研委員：高谷厚（真和館）≫
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～　居宅訓練事業取り組み　　　菊池園　～

大塚真理子

小田　敏弘 しらがね寮

委　員 介助員 真和館

職　名 氏　名 施設名
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  菊池園は、２０１７年３月に新施設が竣工し、1年が経過しました。このことに関連し今後の課題として、瑕
疵担保期間内における建物の不具合個所のチェック、福祉サービス第三者評価の受審、地域交流室の活
用等が挙げられます。
　また、一方において地域社会で制度の狭間にいる生活困窮者に対し、公益的な取り組みの一環として、
生活支援のための相談事業並びに予備の居室を利用した無料又は低額な料金での宿所提供への取り組
みの準備を進めています。
　ところで、人口減少のなか経営的には、他法他施設の優先及び中間施設としての位置付けもあり入所者
数の維持が困難になることに加え、将来的に現業職員の確保の困難さもあり施設によっては廃業、多角
化、合併のいずれかを選択せざるをえない可能性があります。
　更に、都市部を中心に要保護者の選択肢として宿所提供施設も増加してきており、今後地方にも波及し
救護施設の経営が、一層厳しくなっていくものと思われます。
　最近、国の財政の逼迫化により施設事務費の各種加算条件は、厳格的運用（原則として身障者は、1・2
級手帳保有者また知的・精神障害者は、手帳保有者に限る）の方向にありますが救護施設としては、将来
の人口減少に伴う入所者減による収入減に備え、加算条件（最低入所者人員、障害者の範囲、障害者比
率等）について緩和を要請していく必要があります。また、高齢者の人口は、微減と推定されているので高
齢の要保護者の受け入れについては、加算条件とは別枠で入所基準の見直しを検討してもらいたいもので
す。
　最後に公益的な取組みについては、小規模法人のみでの対応は難しいので、共助を前提に協働（市町
村、社会福祉協議会、民生委員児童委員、地域包括支援センター、他の救護施設等）によるバックアップ
体制のもと成果を上げていく必要があると思いますので、各関係機関におかれましては今後ともよろしくご支
援をお願い申し上げます。

委　員



■調査研究委員会
第１回 ： 平成２９年　４月２０日（木）　千草寮 第２回 ： 平成２９年１０月２７日（金）　菊池園
第３回 ： 平成３０年　２月　９日（金）　銀杏寮

■熊救協広報誌関係
熊救協第３０号（６月発行）　送付先⇒１３７カ所３５８部
熊救協第３１号（１月発行）　送付先⇒１３７カ所３５８部

■熊救協ホームページ関係
平成２９年　４月：熊救協基本方針・施設長及び各種委員会名簿の更新
平成２９年　６月：県下７施設の施設概要の更新
平成２９年　８月：熊救協広報誌３０号7掲載
平成２９年１１月：県下７施設「利用者統計一覧」
平成３０年　１月：熊救協広報誌３１号掲載

■利用者支援Ｑ＆Ａ（困りごと）調査関係

【平成３０年度事業計画】
■調査研究委員会

第１回 ： 平成３０年　４月２４日（火）　しらがね寮 第２回 ： 平成３０年１０月２６日（金）　真和館
第３回 ： 平成３１年　２月　８日（金）　銀杏寮

■熊救協広報誌関係
熊救協３２号（６月発行⇒１３７カ所・３５８部） 熊救協３３号（１月発行⇒１３７カ所・３５８部）

■熊救協ホームページ関係

■調査研究「利用者支援Ｑ＆Ａ（困りごと）」の取りまとめ
【平成２９年度事業報告】
■研修委員会

第１回 ： 平成２９年　４月２０日（木）　しらがね寮 第２回 ： 平成２９年　７月２０日（木）　千草寮 　
第３回 ： 平成３０年　１月１８日（金）　菊池園

■職員研修会
第１回職員研修会 平成２９年６月１５日（木） 場所 ： 救護施設菊池園
内容 ： 職種別グループ討議　・　菊池園から施設の概要説明及び施設見学
第２回職員研修会（熊救協・九救協合同研修会） 平成２９年１０月１０日（火） 場所 ： くまもと森都心プラザ

講話１　演題　「怒りの感情と上手に付き合う方法」
講師　　オフィスDear　　代表　今村　ゆか様

講話２　演題　「アルコール依存症者に対する現場でのクラフトの実践について」
講師　　国立病院機構肥前精神医療センター　　心理療法士　中川　康子様

【平成３０年度事業計画】
■研修委員会

第１回 ： 平成３０年　４月１９日（木）　天草園 第２回 ： 平成３０年　７月１９日（木）　野坂の浦荘
第３回 ： 平成３１年　１月１７日（木）　銀杏寮

■職員研修会
第１回職員研修会 平成３０年　６月１４日（木） 場所 ： 救護施設菊池園
内容 ： 職種別グループ討議・講演
講演：「最近の災害医療と平成２８年熊本震災」
講師　　社会福祉法人紫翠会　理事　川口　英敏氏
第２回職員研修会（熊救協・九救協合同研修会） 平成３０年１０月２９日（月） 場所 ： くまもと森都心プラザ
テーマ「こころの病気（精神障害）に関する研修会」～当事者が語るアルコール依存症と統合失調症～
講演・アドバイザー予定
統合失調症ピアカウンセラー　　森　実恵氏
鹿児島国際大学　　岡田　洋一氏
真和館アルコール依存症ピアカウンセラー　　高尾　純子氏

　平成３０年度　救護施設交流会　～パークドーム熊本～

　去る5月１７日（木）パークドーム熊本にて、県下7施設が一堂に会する「熊本県
救護施設スポーツ交流会」が開催されました。この大会は施設利用者の社会適
応性を養い施設相互の親睦を深めることを目的として開催される毎年恒例の一
大イベントです。
　本年も救護施設から利用者・職員、来賓として熊本県・市の福祉事務所、グラ
ウンドグルフ協会の皆様方合せて総勢２１３名の方々に参加していただき盛大に
開催することが出来ました。これもひとえにご来場いただいた皆様のご支援ご協
力の賜物です。改めてお礼申し上げます。尚、熊本県グラウンドゴルフ協会の皆
さま方には、準備、進行、記録まで、お世話頂き誠にありがとうございました深く
感謝いたしております。
　今回のスポーツ交流会から新たに玉入れ競技が加わり、これまでのグラウンドゴルフ、二チレクボール、輪投げと併せて４競技とバ
ラエティ豊かになりました。玉入れの参加者は、紅・白に分かれ昔懐かしい競技において童心に返ったように2メートル５０センチの高
さのかごへ玉(各３０個)を早く入れようとゲームに励んでいました。
　グラウンドゴルフにおいては、１２組６２名の参加があり、日頃の練習成果を存分に発揮しながらお互い優勝を目指して競い合いま
した。　その結果、優勝を手にしたのは菊池園のN・Y氏で、スコアー3４打、ホールインワンが２回と断トツの好成績であり、福祉事務
所の方々も参加され利用者との親睦が深まっていたようです。
　また、二チレクボール(室内ペタンク)は、３人のチームワークが大切な競技で、利用者１８チームによるトーナメント方式で白熱した
試合展開が繰り広げられました結果、３回もの熱戦を勝ち抜いた天草園Aチームが見事優勝を収めました。
    　                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに輪投げは、会場の中心で和やかな雰囲気で行われ施設から利用者43名、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県健康福祉部2名と施設長の参加があり、各施設対抗団体戦で１人５輪の１０回を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投球した平均点で順位が決まりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その結果、見事優勝を勝ち取ったのは天草園の７名のメンバーでした。皆さんの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日々の練習成果が実りました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　今回、関係各位の皆様方のご協力により怪我や事故等なく交流会を無事に終え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることが出来ました。この救護施設スポーツ交流会は、地域との絆を高め相互理解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を促進する上で大いに意義があるものと考えられますので、今後とも変わらぬご支
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　熊救協基本方針・熊救協役員名簿・各施設利用者状況等の更新及び広報誌バックナンバー（３２号・３３号）並び
に利用者実態調査結果表（利用者各種統計一覧）の更新

　利用者支援Ｑ＆Ａ（困りごと）から利用者支援問題ケース対応事例集へと変更し、今年度の中で取りまとめを行
い、熊救協ホームページ会員専用サイトへの掲載

～研修委員会～

～調査・研究委員会～

【平成２９年度事業報告】

～事業検討委員会～

【平成２９年度事業報告】
■救護施設交流会
   開催日 ☞　平成２９年　５月２６日
   会　場　☞　パークドーム熊本
   内　容　☞　スポーツ交流(グランドゴルフ・ニチレクボール・輪投げ)利用者・職員・県市福祉事務所・ボランティア
                  の総勢約２００名の参加を受け、盛大に開催出来た。
■事業検討委員会
   第１回　☞　平成２９年　５月１９日（場所：えがお健康スタジアム）・・・交流会の最終打合せ
   第２回　☞　平成２９年　７月１４日（場所：菊池園会議室）・・・交流会の反省・次年度以降の交流会について
   第３回　☞　平成３０年　１月２６日（場所：野坂の浦荘会議室）・・・平成３０年度交流会について・平成３０年度事
                                                                                   　　　　業計画及び予算策定

　
【平成３０年度事業計画】
■救護施設交流会
   開催日 ☞　平成３０年５月１７日（場所：えがお健康スタジアム）
   会　場　☞　パークドーム熊本
   内　容　☞　スポーツ交流（ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ・ﾆﾁﾚｸﾎﾞｰﾙ・輪投げ・玉入れ）・・・今大会より、玉入れ競技を追加。
■事業検討委員会
   第１回　☞　平成３０年　５月　７日（場所：えがお健康スタジアム）・・・交流会の最終打合せ
   第２回　☞　平成３０年　６月２２日（場所：銀杏寮会議室）・・・交流会の反省・次年度以降の交流会について
   第３回　☞　平成３１年　１月２５日（場所：ウィング松橋会議室）・・・平成３１年度交流会について・平成３１年度事
                                                                                      　　　業計画及び予算策定

  各施設における支援上の困りごとを①盗癖、②認知症、③金銭管理、④ＡＤＬの維持・向上に限定し、更に要点を①盗癖（意
識的に行われる盗癖、無意識に行われる盗癖（盗癖・認知症））、②認知症（無断外出（徘徊）、物忘れ、暴言・拒否）、③金銭
管理（貸し借り、管理能力、累積金）、④ＡＤＬ（意欲の維持・向上）に絞り込み、再調査を行うことにいたしました。


